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第３６９回白石市議会定例会 一般質問通告書

順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１ ２０番 １ 市内小中学生の基本的生活習慣の実態とその対策 教 育 長

安 藤 佳 生 について

少子化、核家族化、情報化、都市化等の急激な社会

変化の中で、子供達の生活も変化してきている。

次代を担う子供達に夢や希望を大きく持って努力す

る姿を求める時に社会全体で今の環境を見つめなおす

必要がある。

生活習慣の育成には、家庭教育が中心になると思う

が、学校や地域社会での教育とどのように関わらせて

育成するのか、教育委員会の施策を伺いたい。

（１）本年度初め、市養護教諭部会を通して実施され

た生活習慣アンケートから、何が課題になったの

か。

「早寝・早起き・朝ご飯」運動は本市においても

課題になるのか。

（２）基本的な生活習慣の育成には一人一人の親とし

ての意識改革が必要と思う。

「白石市子どもを育てるヒント集」の今後の活用

方法について

（３）地域社会との関連で特に訴えたいことは。

２ １８番 １ 指定管理者制度における管理業務について

制 野 敬 一 ①管理業務の見直しについて 市 長

行革の一環として平成１７年４月より指定管理者が

スタートしたが、市当局の各地区の説明会で３年で見

直しをするとのことでしたが、市当局としては、現在

の状況と今後どのように対応していこうと考えている

のか、おたずねしたい。

②管理者団体との連携について

各まちづくり協議会では、現在も行政事務の一端を 教 育 長

担いながら管理運営をしている現実がある。また、行

政との情報交換が少ないように見受けられます。これ

らの観点から担当部署が窓口となり綿密な連携、相互

協力が必要と思われますが、その考えがあるのかどう

か、おたずねしたい。

③まちづくり協議会等と災害発生時における連携につ 市 長

いて

近い将来高い確率で発生するのではないかと危惧さ

れている宮城県沖地震、また今回のような大雨の被害

など、一刻を争うように対応が迫られた場合、協議会

等との連携が必要と感じます。

今後、各地区にも災害対策本部などを設置しなけれ

ばならない時、指定管理者でもあるまちづくり協議会

等の位置づけをはっきり明記する考えがあるのかどう

か、おたずねしたい。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

３ １６番 １ 介護療養型医療施設の廃止について 市 長

平 間 知 一 ご承知のように全国の療養病床は２０１２年度を目

標として介護保険適用療養病床１３万床の廃止、医療

保険適用療養病床２５万床から１５万床の削減の方針

が示されました。

これにより、緩やかな在宅復帰や家庭事情による

「社会的入院」の受け皿の問題がクローズアップされ

ています。特に医療保険適用の療養病床が医療と介護

ニーズの極めて高い方に限定されることから次の問題

が予想されます。

①療養病床の利用対象から除外される在宅療養者

の医療や介護ニーズを在宅介護や老人福祉施設で

円滑に受け入れ可能か。いわゆる介護難民の問題

が出るのではないかということです。療養病床廃

止後の影響についてお伺いします。

②介護療養型病床廃止により、今後訪問看護ステ

ーション、夜間訪問介護、ショートステイ等の体

制整備が必要と思われますがいかがでしょうか。

③療養病床再編により、福祉施設の医療ニーズへ

の役割期待とともに入所待機者のさらなる増加も

予想されます。福祉施設の医療ニーズへの対応や

施設入所順位の透明性など今後の見通しをお伺い

します。

④高齢社会に対する今後の取り組みで、地域でも

暮らせるようにするために高齢者ができる限り要

介護状態に陥ることなく、健康でいきいきした生

活が送れるための介護予防について、お伺いしま

す。

２ 無人駅の環境整備について 市 長

駅周辺に住む住民にあっては、度々の強風の際、駅

舎の前にＪＲ通勤・通学の利用者が並べた自転車が強

風にあおられ、将棋倒しの状態や散乱していることに

見かね、現在もその都度倒れた自転車を１台１台起こ

し並べかえるなど奉仕を続けなければならないという

苦情が聞こえてきます。

このような現状をみかね、これまで市政モニター制

度を活用、駐輪場の必要性を苦情として上申したとの

ことですが、市では北白川駅の駐輪場設置に対してど

のように取り組んできたのかお伺いします。

北白川駅は地元白川住民をはじめ、近隣の金ケ瀬

（大河原町）、蔵王町住民も多く利用しています。自

転車の数は平日で６０～７０台の状態であります。

東白石駅のような立派な駐輪場も理想ではあります

が、北白川駅に関してはスペースが狭いという事情が

あるので、整地程度の駐輪場でも設置を実現してほし

いのですが、市は無人駅の環境整備について、どう考

えているのかお伺いします。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

４ １７番 １ 白石市の農業振興について 市 長

大 町 栄 信 平成１９年度より新たな経営安定対策等の導入によ

り米の生産調整支援が大きく見直されました。

○品目横断的経営安定対策

○米政策改革推進対策

○農地、水、環境保全向上対策

支援の対象者は意欲と能力のある、市町村が認定した

認定農業者及び一定の条件を備えた集落営農で認定農

業者は４ha、集落営農は２０ha以上とする、そして経

営の安定をはかる政策である。

しかし、白石市においては小規模経営が多く対応が

むずかしい。

今後行政面でどのように考えていくのかお伺いしま

す。

２ 白石の観光宣伝について 市 長

白石市には、観光地、温泉、観光施設、観光イベン

トが沢山あります。

しかし、県内外の観光客をよぶ効果のあるＰＲがた

りない気がする。

積極的なＰＲ対策は考えていないのか。

５ ３番 １ 多重債務者救援問題に関して 市 長

水 落 孝 子 平成１８年度決算の認定にあたり、市税・住宅使用

料・給食費の未納問題がクローズアップされていると

ころです。

また、国の「多重債務問題改善プログラム」にもと

づき、宮城県でも７月２４日取り組む指針が出されま

した。

これにのっとり債務解決と生活再建による市税等の

納付向上にむけた施策が必要と考えます。そこで、次

の点について伺います。

（１）このプログラムのモデルとなった秋田県の

「ほのぼの推進員」に学んだ取り組みを検討し

てはどうでしょうか。

（単に督促に終始しない）

（２）多重債務者発生予防のための教育 市 長

成人向け、中学生向け 教 育 長

２ 後期高齢者医療制度に関して 市 長

現時点で考えられる、自治体としての支援策につい

て

（１）医療機関の窓口で支払う一部負担金の軽減制

度の創設について

（２）現行の国保では、高齢者には資格証明証は発

行していませんが、この制度では発行すること

になっています。

市長の所感をおたずねします。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

６ １２番 １ 台風４号の被害に対する今後の復旧対策について 市 長

四 竈 英 夫 台風４号は、本市に甚大な被害をもたらしました。

特に小原地区では、市道小久保平原線が大規模な地

滑りにより分断され、復旧の見通しが立っていません

現在は、福岡川原子経由の市道を迂回して急場をし

のいでいますが、従来の４倍もの距離があり大きな障

害となっています。

住民はこうした不便な生活を強いられながらもいつ

の日か元の生活を取り戻せる日が来ることを信じて希

望の灯火を燃やし続けています。

このような現実に鑑み、本市として将来に向けどの

ような対策を講ずるお考えかお尋ねいたします。

７ ４番 １ 市民がきれいな水を享受するために 市 長

吉 田 貞 子 自然と共生する環境づくりは「くらし日本一のまち

づくり」をめざす白石の大きな柱の一つです。

そして、きれいな水を市民が享受する権利は、白石

市民の総意として、条例化し、推進されてきました。

（１）きれいな水を市民が享受する権利を有するとい

う理念に対しての見解を伺います。

（２）水源地には、水質汚染の恐れや不安のある事業

場は設置すべきでない、というのが基本原則ではな

いかと考えますが、市長の見解を伺います。

（３）産業振興と、自然環境保全型の土地利用調整に

ついて、見解を伺います。

（４）水道水源保護条例は、対象事業場を、ゴルフ場

一般廃棄物最終処分場、産業廃棄物最終処分場の、

３件に規定していますが、その目的により拡大する

方向での見直しの考えはないか、見解を伺います。

（５）水源地においての、水質汚染等にかかわり、

事業場設置に対して、事後のチェック体制、定期的

検査、監視体制、市民への説明責任、事業所・行政

・市民の協議体制、などの整備について伺います。

（６）自然と共生する環境づくりを実現するために

どのような施策展開をお考えか、所信を伺います。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

８ ２番 １ 児童放課後対策について 市 長

管 野 恭 子 （１）未来をになう大事な児童の放課後の在り方に向 教 育 長

け、 放課後子供プラン の積極的導入・充実・推進〝 〟
について

２ 乳幼児医療費（通院分）の小学校入学前までの無 市 長

料化について

（１） くらし日本一 人口増加 を目指す本市に〝 〟〝 〟
とり、子育て環境の向上、充実は最重要課題。２００

８年４月より乳幼児医療費窓口負担２割が３歳以上小

学校入学前までに拡大される事を機に本市においても

当該医療費（通院分）を小学校入学前まで無料化を推

進すべきと考えるが、この事について。

９ １１番 １ 自殺予防対策について

保 科 惣一郎 昨年１０月、自殺対策基本法が施行されました。

自殺を個人の問題としてではなく社会の問題と位置

付け、国や自治体に自殺防止の責務があることを明記

しました。

今年６月の「自殺予防大綱」に政府は、「２０１６

年までに自殺死亡率を２０％以上削減」との数値目標

を掲げ、自殺は防ぐことができる社会問題であるとの

認識のもと、総合的に取り組みを求めています。白石

市においても毎年１０名余の尊い命が亡くなっており

事態は深刻であります。

①多発する自殺を食い止めるために、官民の協力 市 長

や連携をどう構築していくのか

②北欧では医師・心理学者・ソーシャルワーカー 市 長

などへの研修や、うつ病の診察・治療を積極的

に進め効果をあげている。

専門家の育成が必要ではないか。

③地域や家族が強い絆で結ばれ、社会が個人を 教 育 長

「独り」にしないことが、自殺の芽を摘み取る

と思うが教育長はどう考えるのか。

④個人の尊厳と命の大切さを認識するためにも、 教 育 長

自殺予防に積極的に係わる必要性を感じます。

学校教育や社会教育の中でどう捉えていくつ

もりか。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１０ １番 １ 環境行政と地方主権 市 長

沼 倉 昭 仁 「住民に身近な行政は、できるだけ住民に身近な市

町村が行うことが重要である。」という考え方に基づ

き、市町村からの要望等を踏まえ、県の事務の一部に

ついて市町村に移譲する動きが増えてきている。人の

健康を害する恐れのあるもの、または生活環境に対し

て害をもたらす恐れのある施設の設置が問題になった

場合、事前協議で住民の理解を得るために設置者に説

明を求めたり、設置後には、環境報告書の作成を義務

づけ定期説明会も実施させるなど、全国に先駆けて白

石市が自らの責任と判断で何らかの対策を講じる権限

を獲得することが白石市の発展に繋がると思われるが

いかがでしょうか。

２ 地域医療と医療行政 市 長

病院勤務医の不足問題が全国レベルで顕在化してお

り、地域医療の危機的状態としてその対策の確立が急

務となっている。

今後は、この悪循環をいかにして断ち切るのか、た

いへん困難ではあるが、地域医療の継続的な確保は

「安全安心のまちづくり」のためには避けては通るこ

とのできないテーマである。いま崩壊の危機に瀕して

いる地域医療を崩壊の淵から救い出し、いかにして再

生させるのか。地域医療の構造改革を通じた地域医療

の再構築がそれぞれの地域において求められており、

病院自身、行政、市民の三者が、それぞれ主体的にこ

の課題に取り組むことがまず前提であると思われるが

地域医療の再生のために行政の果たす役割について市

長の所見をお聞かせ願います。

１１ ７番 １ 白石市の危機管理体制について 市 長

山 田 裕 一 去る８月１２日に行われました、白石夏祭り花火大

会において、打ち上げ花火の筒１本が暴発し、ほかの

花火にも引火して爆発した。幸いけが人はなかったが

この事故で花火大会は途中で中止されました。

今回のように、いつ何時でも予期せぬことが起こり

えます。

いざまさかの時の白石市の危機管理体制についてお

伺いします。

２ 医療介助行為の解釈について 教 育 長

平成１７年７月２６日付けで厚生労働省医政局長か

ら、各都道府県知事、文部科学省初等中等教育長に出

された「医師法第１７条、歯科医師法第１７条及び保

健師助産師看護師法第３１条の解釈について」の通知

を白石市教育委員会としてどのように解釈されるのか

お伺いします。
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順位 質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 答弁を求める者

１２ ８番 １ 災害対策と防災体制について

安 斎 多実男 （１）昼間、夜間等状況に対応する、災害対策のシミ 市 長

ュレーションはできているのか、お伺いします。

（２）避難や防災活動上、重要な幹線道路及び橋梁に 市 長

対する、被害が生じた場合の迂回路等想定できる

交通環境対策について、お伺いします。

（３）近年、市街地において頻繁に起きる、浸水被害 市 長

について、原因と対策についてお伺いします。

（４）災害弱者に対する、避難対策と支援について。 市 長

（５）災害弔慰金支給に関わる、災害関連死の問題に 市 長

ついて。

１３ ５番 １ 指定管理の在り方等について 市 長

沼 倉 啓 介 過般の本会議の質疑の中で、更新時期を迎えるそれ

らについて、施設運営の在り方として直営はないとの

答えが示された。

様々な変更の必要性の存在がみえかくれする中で、

指定管理の今後の在り方と委託料を積算するうえでの

算定根拠の基本的考え方をお示しいただきたい。

１４ １０番 １ 異常気象による大雨洪水に対する河川敷施設への 市 長

大 野 栄 光 災害対策について

異常気象による大雨洪水に対する河川敷のサッカー

場、グラウンド等の施設への災害を未然に防ぐ対策は

あるのか。

２ 白石川河床整備について 市 長

流れを遮る河川のアカシアの木や松の木、柳の木等

の雑木の伐採と中州が広がり川幅が狭まり排水能力が

劣っているがその現状について

３ 国道４号バイパス沿いの法面の樹木の伐採につい 市 長

て

白石川近くの国道４号バイパス沿いの法面の木が大

きく成長し、市街地も見えなく景観を損ねている樹木

の伐採について。

以上の整備を要すると考えられるものについては、

関係機関へ現状を伝えるとともに、要望等を行うこと

が必要と考えられるが、これら要望活動の現状と今後

の対応についてお伺いしたい。


